
〜建設現場の
DXについて〜

⽩⽯建設⼯業㈱の取組み 2022



・背景として、全国的に建設業就業者の⾼齢化が課題となっており、
特に四国地⽅は他地域よりも10年早いと⾔われています。
そこで新技術の導⼊による建設産業の⽣産性向上と若⼿技術者の確保や育成
が最重要である、という思いから「新技術」活⽤へ挑戦するものです。

はじめに

現状は？



①実⽤中のデジタル技術について

②習得中のデジタル技術 について

③「最新技術」 活⽤への挑戦について
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①実⽤中のデジタル技術について

WEBカメラ

気象情報ユニット

1.現場の映像をリアルタイムで共有

2.現場の気象情報をリアルタイムで共有

現場 PC （発注者とも共有）

現場 PC （発注者とも共有）

盗難防⽌・⼯程管理
安全管理へ活⽤

異常気象の
作業中⽌基準へ活⽤



①実⽤中のデジタル技術について
3.電⼦⼩⿊板と写真管理ソフトの活⽤

4.遠隔臨場システムの活⽤

現場 PC （分類フォルダへ直接受信）

⿊板やチョークが不要
写真管理の効率化UP

時間短縮や情報伝達
の正確性・スピードUP

送信

スマホで撮影

スマホで撮影



①実⽤中のデジタル技術について
5.電⼦承認システムの活⽤

時間短縮や資料保管業
務の軽減

代表的なものは以上



1.ICT施⼯に使⽤するソフトウェアと機器

3次元起⼯測量 地上型レーザースキャナー ×１台

写真測量⽤ドローン ×１台

ContextCapture （PCソフト）

Cyclone REGISTER 360 （PCソフト）

TREND-POINT （PCソフト）

3次元設計データ作成 SiTECH3D （PCソフト）

TREND-CORE （PCソフト）

ICT建設機械による施⼯ MG（マシンガイダンス）重機 ×２台

３次元出来形管理等の施⼯管理 地上型レーザースキャナー

写真測量⽤ドローン

ContextCapture

Cyclone REGISTER 360

TREND-POINT

３次元データの納品 ー

②習得中のデジタル技術について



・地上型レーザースキャナー（TLS）

スキャナーから発せられたレーザーの反射などから、その位置の3次元的な位置
情報データ（点群データ）を取得し、測量ができる。（光波やトランシット、
トータルステーションと⼀緒）
狙った場所へのピンポイントな測量はできないが、最⼤で3mmごとに1点の密度
で測量ができ、1秒間に最⼤で200万点の測量が可能。

・写真測量⽤ドローン

上空から撮影を⾏い、その写真を画像解析ソフトで解析して3次元の点群デー
タを取得する測量ができる。
精度を確保するのが難しいが、TLSを設置できないような法⾯や⼈が⼊れない
ような場所でも測量ができる。

①3次元起⼯測量

起⼯測量で3次元の測量データを取得すること。
ここで作成したデータを活⽤し、設計データ作成や詳細設計、出来形管理等を
⾏う。



・Cyclone REGISTER 360

TLSで取得した点群データを⼯事に活⽤できるように処理を⾏うソフト。
TLSで取得しただけだと座標の割り付けがされておらず、ズレが⽣じていたり
するので、編集をして、精度の確認や座標の割り付け等、データの修正をする
ことができる。

・ContextCapture

ドローンで撮影した写真データや位置情報から、写真を⾃動で解析して、点群
データ、座標の作成を⾏うことができるソフト。

・TREND-POINT

修正、編集をした点群データを⼯事に活⽤できるソフト。
点群データの不要部分を削除したり、点群データと設計データから数量の計算、
施⼯前と施⼯後のデータを重ねて出来形管理などをすることができる。



3次元起⼯測量データ例
（Cyclone REGISTER 360）

画像は、位置情報（XY座標、⾼さ）を持った点
が、1億点以上集まって構成されている点群デー
タ。
現場のそのままの姿をデータとして取得できる。



・SiTECH3D

道路⼟⼯に特化した3次元設計データが作成できるソフト。

②3次元設計データ作成

従来の2次元（紙）図⾯を3次元の⽴体的な図⾯に変える作業。
上記①で作成した測量データと発注者が貸与する発注図データを⽤いて3次元
設計データを作成していく。
ここで作成したデータをICT建機施⼯⽤データの作成、詳細設計、出来形管
理等に活⽤をする。
将来的には発注者側で3次元設計データを作成し、発注図⾯として送られてく
るようになり、受注者側で⼀から作成する必要はなくなる予定ではあるが、
現在（2022年）はまだ対応できていないので、受注者側で作成を⾏う必要が
ある。

・TREND-CORE

BIM/CIMの活⽤がメインではあるが、3次元設計データを作成できるソフト。



3次元設計データ例
（SiTECH3D）



③ICT建設機械による施⼯

3次元MC（マシンコントロール）または3次元MG（マシンガイダンス）建設
機械を⽤いて⼯事の施⼯を⾏うこと。
上記②で作成した設計データをもとに、重機に現場の3次元データを⼊⼒する
ことで施⼯箇所（掘削部分、盛⼟部分等）を重機が認識してくれるようにな
り、丁張や⾼さ確認の⼿元等が不要になる。

MG：⾃分の位置情報と施⼯箇所を⾞内のモニターで⽰してくれる。
バックホウであれば、現場の掘削箇所と⾼さ、現在バックホウのバケッ

トが
どの位置にあるかがリアルタイムで確認できるので、オペレーターはそ

れを
もとに掘削することで、丁張設置や⾼さの確認が不要になる。

MC：MGに油圧制御を加えたもの。
バックホウであればブームやバケットの動きを半⾃動制御し、計画より

も深く
掘ろうとした際に⾃動で制御がかかり、それ以上掘り進めないようにな

る。



MG使⽤状況

掘削しなければいけない位置や現在
掘っている⾼さなどが⾞内のモニタ
で確認できる。



④３次元出来形管理等の施⼯管理

上記③による⼯事の出来形管理や品質管理におい
てICT機器等を⽤いた施⼯管理を⾏うこと。

掘削⼯であれば、3次元の設計データと掘削後に取
得した点群データを⽐べて、⾼さや幅などがどれ
ぐらい誤差があるかを求めて出来形管理を⾏う。

路床盛⼟⼯であれば、位置情報を取得できるブル
ドーザの⾛⾏記録を収集し、決められた範囲で必
要回数の転圧を⾏っているか、1層の⾼さも決めら
れた⾼さで敷均しをしているかを確認し、品質管
理を⾏う。

⑤３次元データの納品

上記④により作成されたデータを、規定されている
様式に従って、⼯事完成図書として電⼦納品するこ
と。

以上



③「最新技術」 活⽤への挑戦について
1.建設⽤３Dプリンタの活⽤
・型枠作業とコンクリート打設作業が不要であり

若者に対して魅⼒ある技術です。

２次元データ

国⼟交通省 四国地⽅整備局
松⼭河川国道事務所 発注
新居浜バイパスにて試作

令和4年9⽉20⽇・21⽇
⾒学会を実施



協⼒会社

以上



③「最新技術」 活⽤への挑戦について
2.建設DX技術活⽤モデル⼯事へ挑戦

令和4年8⽉12⽇
令和4年9⽉27⽇



おわりに 弊社は、社会経済状況の激しい変化に
対応し、左図のとおり現⾏ビジネスの
世界からデジタルエンタープライズの
世界へ、⾈を漕ぎ出したところです。

建設DXを⼿段として、【新化】を⽬指
し社会に役⽴ちたいと考えています。

ご清聴ありがとうございました。


